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　7月17日（木）さいとぴあにて開催され
た西区高齢者演芸大会では、ダンス、博多に
わか、劇など多彩な演目が披露され、会場か
らは熱い声援が送られ一体感に包まれました。
　光り輝く優勝トロフィーを手にしたのは金
武校区でした。おめでとうございます！上位
入賞者は、8月に行われた福岡市老人クラブ
連合会福祉大会でも西区代表として遺憾なく
力を発揮されました。� （教養文化部会）
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会場と一体化！日頃の成果を発揮会場と一体化！日頃の成果を発揮第44回第44回
西区高齢者演芸大会西区高齢者演芸大会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
西
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

人
生
経
験
豊
か
な
皆
さ
ん

が
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
姿
は
、

社
会
に
活
力
や
希
望
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
の
は
大
歓
迎
で
す
し
、

自
分
で
し
た
い
こ
と
に
時
間

を
費
や
し
て
、
人
生
を
満
喫

し
て
い
る
人
が
多
く
見
か
け

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
気
に
な

る
の
は
、
心
身
の
不
調
や
増

加
す
る
一
人
暮
ら
し
や
、老
々

介
護
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢

者
が
日
頃
か
ら
同
世
代
仲
間

と
会
話
し
、
相
手
と
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
す
の
が
、
私
た

ち
老
人
ク
ラ
ブ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
日
頃
よ

り
「
気
楽
に
参
加
で
き
る
交

流
サ
ロ
ン
」
を
目
指
し
て
、

お
笑
い
の
連
鎖
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の

存
在
を
も
っ
と
地
域
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
自
治

体
や
地
域
の
方
々
が
活
動
に

参
加
し
た
く
な
る
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

◎
組
織
と
活
性
化
運
動

1
．
自
分
た
ち
が
活
動
し
て

い
る
単
位
ク
ラ
ブ
の
組
織
図

を
明
確
に
し
、
し
っ
か
り
し

た
地
固
め
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
長
く
な
る
と
自
然
に
組

織
が
緩
み
、
い
つ
の
間
に
か

後
継
者
が
い
な
く
な
り
、
ク

ラ
ブ
を
閉
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
後
継

者
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

西
区
長

�

大
園　

喜
代
香

楽
し
く
過
ご
せ
る

�

老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

古
賀　

興
三

2
．
日
頃
よ
り
、
全
員
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動（
人
と
人
と
の
絆
）を
行
い
、

組
織
の
融
和
を
図
り
ま
し
ょ

う
。
ク
ラ
ブ
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

3
．
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
発
信
し
ま
す
。
特
に

自
治
協
議
会
の
役
員
と
の
交

流
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
の
「
よ
さ
」
を
み

な
さ
ん
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地

域
に
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
全
国
的
に
も
大
き
な

災
害
が
発
生
し
、
特
に
8

月
に
は
福
岡
市
を
含
む
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
大
変
な
状
況

の
中
で
、
互
い
を
支
え
合
う

大
き
な
力
と
な
る
の
は
、
や

は
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
被
災

を
さ
れ
た
方
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
様
が
一
致
協
力

し
て
課
題
を
解
決
し
て
い

く
過
程
で
、
日
頃
か
ら
培

っ
て
こ
ら
れ
た
地
域
で
の

温
か
い
親
睦
や
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
こ
う
し
た
活
動
こ

そ
が
、
地
域
の
強
靭
さ
に
つ

な
が
る
も
の
と
、
改
め
て

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
福
岡
市
で
は
、
人

生
百
年
時
代
の
到
来
を
見

据
え
、
誰
も
が
心
身
と
も
に

健
康
で
自
分
ら
し
く
活
躍

で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
「
福

岡
１
０
０
」
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
取
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
昨
年
10
月
に

西
区
今
宿
青
木
に
あ
る
「
福

岡
１
０
０
プ
ラ
ザ
西
」
が
、

高
齢
者
の
皆
様
の
社
会
参

加
を
支
え
る
新
た
な
拠
点

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
交

流
や
活
動
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に
加

え
、
料
理
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど
の

体
験
が
で
き
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ペ
ー
ス
も
新
た
に
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
社
会
参
加
の
支
援
を
行

う
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
生

き
が
い
探
し
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に

も
積
極
的
に
ご
活
用
い
た

だ
き
、
よ
り
一
層
活
発
な

活
動
を
支
え
る
場
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、
西
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
っ
て
本
年
が
笑
顔
と
喜

び
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
7
年
度
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

9
月
11
日
（
木
）、
西
市
民
セ

ン
タ
ー
第
Ⅰ
・
第
2
会
議
室
に

お
い
て
、西
区
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
95
名
参
加
の
も

と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
会
は
、

一
．
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
「
国

際
電
話
や
L
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
遮
断
」

に
つ
い
て
西
警
察
署
か
ら
対
策

と
指
導
及
び
国
際
電
話
利
用
休

止
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

二
．
講
演
「
デ
ー
タ
か
ら
見
る

福
岡
市
の
真
実
～
福
岡
・
九
州

の
未
来
を
よ
り
良
く
よ
く
す
る

た
め
に
シ
ニ
ア
が
で
き
る
こ
と

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
岡
大
学

経
済
学
部
講
師
（
元
佐
賀
市
長
）

木
下
敏
之
氏
よ
り
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
．
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
「
国
際

電
話
や
L
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
遮
断
」
に

つ
い
て

西
警
察
署
交
通
課
交
通
総
務
係
長 

警
部
補　

小
吹　

夏
織 

氏

【
電
話
詐
欺
の
状
況
・
実
態
】

＊
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
等
で

の
特
殊
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て

ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策

ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
&&

　

未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

い
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
警
察

官
を
装
っ
た
巧
妙
な
詐
欺
が
多

発
し
、
多
く
の
人
が
被
害
を

被
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で

は
、
令
和
7
年
1
月
～
7
月
ま

で
に
30
億
円
、
西
区
で
は
、
36

件
１
億
6
千
万
円
の
被
害
が
生

じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、

海
外
か
ら
の
電
話
詐
欺
が
ほ
と

ん
ど
で
、
海
外
で
あ
る
が
故
に

検
挙
す
る
の
が
極
め
て
難
し
く
、

時
間
を
要
す
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。
た
ま
た
ま
、
本
日
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
逮
捕
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
が
福
岡
県
警
に
移
送
さ
れ
て
、

今
後
取
り
調
べ
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

【
電
話
詐
欺
か
ら
自
分
を
守
る
行
動
】

＊
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
60
％
は
、
国

際
電
話
か
ら
送
信
さ
れ
た
も
の

で
、
皆
様
に
「
電
話
で
お
金
は

す
べ
て
詐
欺
！
」
と
広
報
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
被

害
が
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
増
加

の
一
途
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

海
外
か
ら
送
信
さ
れ
る
国
際
電

話
の
受
信
拒
否
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
被
害
を
受
け
な
い
よ
う

「
国
際
電
話
利
用
休
止
」
の
手
続

き
推
進
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

【
国
際
電
話
利
用
休
止
申
込
書
】

＊
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
の
多
く
に
、「
国

際
電
話
利
用
休
止
申
込
書
」
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
国
際
電
話
の

着
信
拒
否
手
続
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
皆
様
が
国
際
電
話
着
信
拒

否
を
行
う
場
合
は
、
最
寄
り
の
交

番
等
に
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

第
二
部　

講
演
「
デ
ー
タ
か
ら
見

る
福
岡
市
の
真
実
～
福
岡
・
九
州

の
未
来
を
よ
り
良
く
よ
く
す
る
た

め
に
シ
ニ
ア
が
で
き
る
こ
と
～
」

福
岡
大
学
経
済
学
部
講
師

（
元
佐
賀
市
長
）
木
下　

敏
之
氏

【
福
岡
市
の
人
口
の
推
移
と
特
徴
点
】

①
福
岡
市
の
人
口
は
、
昨
年
比

1
万
4
千
人
増
加
、
毎
年
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
半

分
は
外
国
人
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
、
日
本
人
は
１
万
人
流
入

し
、
自
然
減
3
千
人
、
自
然
減

は
加
速
し
て
い
る
。
今
後
も
外

国
人
の
増
加
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

②
福
岡
市
の
出
生
率
（
平
成
25
年

～
29
年
）
は
、
全
九
州
２
７
４
市

町
村
中
最
下
位
で
、
２
０
２
０
年

の
出
生
率
は
１
・
20
で
あ
り
、
人

口
の
維
持
に
必
要
な
２
・
07
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
原
因

は
、
コ
ロ
ナ
の
発
生
と
若
者
の
独

身
化
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
結
婚
し
な
い
一
番

の
理
由
は
、「
適
当
な
相
手
に
巡

り
合
わ
な
い
」
と
の
こ
と
。

【
福
岡
市
の
高
齢
者
人
口
の
推
移

と
単
身
者
率
の
増
加
】

　

２
０
５
０
年
の
75
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
、
２
０
２
０
年

と
比
較
す
る
と
約
2
倍
の
30
万

人
程
度
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
５
０
年
の
単
身
者

率
は
66
％
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

一
人
暮
ら
し
の
人
が
大
幅
に
増

加
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
福
岡
県
の
孤
独
死
の
実
情
】

　

２
０
２
４
年
の
孤
独
死
者
数

３
３
５
２
人
、
65
歳
以
上
は
、

２
４
９
６
人
で
あ
り
、
今
後
の

単
身
者
率
を
想
定
す
る
と
、
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
福
岡
・
九
州
の
未
来
を

よ
り
良
く
よ
く
す
る
た
め
に

シ
ニ
ア
が
で
き
る
こ
と

一
．�
あ
の
世
に
還
る
ま
で
健
康

で
い
る
こ
と

二
．�

あ
の
世
に
還
る
ま
で
仕
事

を
見
つ
け
て
少
し
で
も
働

く
こ
と

三
．�

あ
の
世
に
還
る
ま
で
、
孫
・

子
の
た
め
に
地
域
社
会
の

た
め
に
尽
く
す
こ
と

企
業
が
や
る
べ
き
こ
と

一
．�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
を

出
す
と
き
に
、「
高
齢
者
大

歓
迎
」
と
い
う
。

二
．�

取
引
先
か
ら
高
齢
の
社
員

が
来
ら
れ
た
場
合
、「
年
寄

り
で
大
丈
夫
か
？
」
と
思

わ
ず
に
、「
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
働
い
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
励
ま
す
。

三
．�

シ
ニ
ア
が
仕
事
を
し
や
す

い
よ
う
に
仕
事
環
境
を
変

え
る
。（
な
ぜ
、警
備
は
座
っ

て
い
け
な
い
の
か
）

今
後
の
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
➡

団
塊
女
子
！　

◆�

妻
は
平
均
し
て
夫
よ
り
4
歳

年
下　

◆�

妻
は
平
均
し
て
夫
よ
り
6
歳

長
生
き
➡
旦
那
が
あ
の
世
に

還
っ
た
後
、
妻
は
遺
産
を
相

続
し
て
金
持
ち
に
な
り
、
10

年
間
一
人
暮
ら
し
。
さ
て
！

何
に
使
お
う
か
し
ら
？
？
？

　

講
師
の
木
下
先
生
は
、
キ
ャ

リ
ア
官
僚
・
佐
賀
市
長
・
大
学

の
経
済
学
部
教
授
と
し
て
素
晴

ら
し
い
ご
経
験
を
積
ん
で
お
ら

れ
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ユ
ー

モ
ア
を
含
め
て
講
話
さ
れ
、
聴

衆
一
同
、
楽
し
く
聴
講
で
き
ま

し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。�

(
総
務
部
会)

西
区
老
ク
連
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
内
容
報
告
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「
仲
間
づ
く
り
」に
つ
い
て
意
見
交
換

「
仲
間
づ
く
り
」に
つ
い
て
意
見
交
換

令
和
7
年
度
、
会
長
・
女
性
部
長
研
修
会

　

6
月
19
日
（
木
）、
西
市
民

セ
ン
タ
ー
第
1
・
第
2
会
議

室
に
お
い
て
、
会
長
・
女
性

部
長
研
修
会
を
、
会
長
14
名
、

女
性
部
長
24
名
、
そ
の
他
13

名
の
計
51
名
参
加
の
も
と
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
一
昨
年
ま
で
と

同
様
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
、
発
表
す
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
倉
光
副
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
古
賀

会
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、本
日
の
全
体
テ
ー

マ
「
皆
の
た
め
に
や
っ
て
み

た
い
こ
と
」
の
も
と
、

①�

仲
間
を
増
や
す
た
め
、
ま

た
は
仲
間
が
や
め
な
い
た

め
の
活
動

②�

み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る

こ
と

　

以
上
の
2
つ
の
小
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議

に
入
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
7
班

に
分
か
れ
、
各
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
意
見
交

換
を
行
い
、
班
ご
と

に
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で

は
「
参
加
者
の
校
区

の
実
態
や
、
苦
慮
し

て
い
る
事
項
な
ど
活

発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
全
体

と
し
て
研
修
内
容
に

つ
い
て
参
考
に
な
っ
た
」
と

の
良
い
評
価
の
ほ
か
「
活
発

な
論
議
は
良
か
っ
た
が
、
グ

【第 54 回全国老人クラブ大会】
令和 7年 11月 5日（水）・6日（木）

校　区 クラブ名
姪　浜 新寿会

優良老人クラブ表彰優良老人クラブ表彰

【令和 7 年度福岡県社会福祉功労者知事表彰授与式】
令和 7年 10月 28日（火）

老人クラブ会長表彰老人クラブ会長表彰
氏　名 校　区 クラブ名

倉光　利信 金　武 吉武町長寿会

【令和 7 年度福岡市福祉のまちづくり推進大会】
令和 7年 11月 14日（金）主催：福岡市・福岡市社会福祉協議会

氏　名 校　区 クラブ名
髙橋 　恭子 姪　北 茶ちゃちゃクラブ
繁信 　皆雄 下山門 ４丁目鶴亀会

市長表彰市長表彰
（（老人クラブ事業功労者）老人クラブ事業功労者）

氏　名 校　区 クラブ名
西 　　敏雄 今　宿 今宿東二丁目亀齢会
平島  　和子 愛　宕 イーストコート柊クラブ
友池  　哲夫 今　宿 長寿会
仲田  　史生 壱　岐 西の丘ゆうゆうクラブ

福岡市社会福祉協議会長表彰福岡市社会福祉協議会長表彰
（老人クラブ事業功労者）（老人クラブ事業功労者）

氏　名 校　区 クラブ名
兼元  　年勝 玄　洋 美浜亀齢会
平方  　芳仭 今　宿 今宿東町悠遊クラブ
池田  　洋子 下山門 生の松原鶴亀会

高岡　 悦代 金　武 金武福岡ハイタウン
「和みの会」

市長感謝状市長感謝状
（老人クラブ事業功労者）（老人クラブ事業功労者）

令和７年度
表彰受賞団体・受賞者紹介

西区老人クラブ連合会の方々が表彰を受けました
のでご紹介いたします。� （敬称略）

ル
ー
プ
の
間
隔
が
せ
ま
く
、

お
互
い
の
声
が
聴
き
づ
ら
い
」

と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出

ま
し
た
。

　

今
後
の
研
修
に
つ
い
て
、

討
論
形
式
を
望
む
声
が
多
い

が
、
会
場
の
工
夫
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

�

（
総
務
部
会
）
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10
月
2
日
（
木
）、
小
戸

公
園
芝
生
広
場
に
て
、
気

温
28
度
の
好
天
気
の
な
か
、

１
９
９
名
が
参
加
し
、
西
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は
雨
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

2
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

午
前
9
時
か
ら
開
会
式
が

行
わ
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

西
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

五
十
川
裕
記
所
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
大

会
指
導
員
の
田
中
一
氏
が
プ

レ
ー
上
の
注
意
事
項
な
ど
を

体
育
部
会　

副
会
長　

 

西
野　

安
夫

　

9
月
4
日
（
木
）
佐
賀
市

富
士
町
の
神
水
川
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

福
岡
市
内
と
は
別
世
界
の

高
原
の
涼
し
さ
を
感
じ
る
中
、

各
校
区
の
代
表
お
よ
び
、
西

区
老
連
の
会
員
76
名
が
元
気

に
参
加
。

　

競
技
は
9
ホ
ー
ル
が
5
コ

―
ス
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
初
心
者
コ
ー
ス
と
、
中
級

者
コ
ー
ス
の
3
コ
ー
ス
を
使

い
、
3
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

行
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
の
行

方
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。�

（
体
育
部
会
）

令
和
7
年
度
第
32
回
西
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
８
回
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
会

22
年
ぶ
り
開
催
に
気
合
い

年
ぶ
り
開
催
に
気
合
い

各
校
区
代
表
が
楽
し
く
プ
レ
ー

各
校
区
代
表
が
楽
し
く
プ
レ
ー

説
明
し
、
9
時
45
分
よ
り
前

半
の
ゲ
ー
ム
開
始
の
笛
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
は
4
コ
ー
ス
（
A
、

B
、
C
、
D
）
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
各
パ
ー
ト
の
優
勝
、

準
優
勝
、
3
位
ま
で
表
彰
さ

れ
る
た
め
、
皆
さ
ん
ゲ
ー
ム

に
集
中
し
、
真
剣
に
愛
用
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
力
強
く
ス
イ

ン
グ
し
ま
し
た
。

　

前
半
10
時
45
分
に
最
後
の

ゲ
ー
ム
ア
ウ
ト
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
あ
り
終
了
。
10
分
間
の

休
憩
時
間
を
と
り
、
後
半
戦

が
開
始
さ
れ
11
時
45
分
に
競

技
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

12
時
30
分
よ
り
閉
会
式
を

実
施
。
成
績
発
表
後
に
主
催

者
を
代
表
し
て
古
賀
会
長
よ

り
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
パ
ー
ト
の
表
彰
者
3
名

並
び
に
、
各
パ
ー
ト
上
位
8

名
の
皆
さ
ん
は
、
10
月
30
日

（
木
）
の
市
大
会
に
出
場
し
健

闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
予
定
時
間
通
り

試
合
も
進
行
し
、
事
故
も
な

く
、
無
事
行
事
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ａ（赤）コース
優　勝 今　宿 竹田 　輝義
準優勝 今　宿 中川 　國雄
第 3 位 壱岐南 吉岡 キミヨ

大会結果（敬称略）

B（青）コース
優　勝 玄　洋 中村　 鈴子
準優勝 玄　洋 青木 　秀二
第 3 位 金　武 岩室 　　仁

C（黄）コース

優　勝 今　宿 堤　 志津男
準優勝 愛宕浜 麻生 　昭雄
第 3 位 下山門 原口 　恭子

D（緑）コース
優　勝 玄　洋 中村 　秀幸
準優勝 玄　洋 深江 　和良
第 3 位 愛　宕 鬼木 　元子

【最高齢者賞】

【男 性】
辻川　眞さん
西陵（94 歳）

【女 性】
菊池　知子さん
壱岐南（93 歳）

90 代も元気にプレー！

第１パート（やまももコース→しいのきコース）

優　勝 金　武 岩室　　仁 61
準優勝 元　岡 庄﨑　　勝 63
第 3 位 姪　北 市村　正一 67

大会結果（敬称略）

第 2 パート（くぬぎコース→やまももコース）

優　勝 元　岡 髙山　君子 59
準優勝 玄　洋 山本　浩之 62
第 3 位 下山門 高屋　　力 62

第 3 パート（しいのきコース→くぬぎコース）

優　勝 玄　洋 畠山　　悟 56
準優勝 壱岐南 小田　隆裕 59
第 3 位 元　岡 宗　　義治 64
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　令和 7 年度の西区シルバー芸能自慢大会をさいとぴあ　令和 7 年度の西区シルバー芸能自慢大会をさいとぴあ
多目的ホールで 11 月 19 日（水）に開催しました。多目的ホールで 11 月 19 日（水）に開催しました。
　今回は、22 組、39 名の参加があり、カラオケが 8 組、　今回は、22 組、39 名の参加があり、カラオケが 8 組、
ハーモニカが 2 組、太極拳が 1 組、舞踊・日舞が 6 組、ハーモニカが 2 組、太極拳が 1 組、舞踊・日舞が 6 組、
ダンスが 5 組と幅広いジャンルの演技などが披露されまダンスが 5 組と幅広いジャンルの演技などが披露されま
した。した。
　入場者は、約 140 名で、会場がさいとぴあに変わった　入場者は、約 140 名で、会場がさいとぴあに変わった
ことから今回は近隣の方々が多く参加されました。ことから今回は近隣の方々が多く参加されました。
　西区老人クラブ連合会会員のほか、一般参加 13 組の　西区老人クラブ連合会会員のほか、一般参加 13 組の
出演をいただき、出演者と入場者が一体となって楽しん出演をいただき、出演者と入場者が一体となって楽しん
でいました。でいました。
　素晴らしい演技に、司会者からは、来年は改装される　素晴らしい演技に、司会者からは、来年は改装される
西市民センターでお会いしましょうとのコメントのあと、西市民センターでお会いしましょうとのコメントのあと、
幕を閉じました。幕を閉じました。

（教養文化部会）（教養文化部会）

令和7年度シルバー芸能自慢
大会

令和7年度シルバー芸能自慢
大会

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
23
日

（
木
）
に
１
０
２
名
の
参
加
の

も
と
、
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
小
戸

公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
日
和
と
な
り
、
公
園
管

理
事
務
所
横
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
広
場
に
集
合
し
、
ラ
ジ
オ

体
操
な
ど
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
後
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
約
2
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

第
８
回
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の

　
　

充
実
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　

充
実
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

参
加
者
の
中
に
は
、
初
め

て
小
戸
公
園
を
訪
れ
た
方
も

お
り
、
海
岸
か
ら
の
可
也
山

（
筑
紫
富
士
）
や
能
古
島
の
素

晴
ら
し
い
風
景
に
感
激
す
る

場
面
も
あ
り
、
充
実
し
た
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
最
高
齢
者
賞
の

発
表
の
後
、
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
を
配
布
し
、
元
気
に

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

�

（
体
育
部
会
）

最高齢者賞
【男性】金武校区　下田　隆三さん� （85 歳）

【女性】姪北校区　山口　美波子さん（91 歳）

輝き放つ！渾身の輝き放つ！渾身の
パフォーマンスパフォーマンス
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11
月
11
日
（
火
）、
高
齢

者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
西

体
育
館
が
改
装
工
事
の
た
め

初
め
て
さ
い
と
ぴ
あ
体
育
館

で
開
催
。
１
単
位
ク
ラ
ブ
3

名
で
96
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
が
変
わ
っ
た
中
で

も
N
P
O
福
岡
県
ダ
ー
ツ

協
会
か
ら
9
名
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ

プ
を
2
試
合
行
い
合
計
得
点

で
順
位
を
決
め
ま
す
。

　

優
勝
は
ス
コ
ア
９
２
４
の

好
プ
レ
ー
続
出
で

好
プ
レ
ー
続
出
で

��
会
場
は
大
盛
況

会
場
は
大
盛
況

第
15
回
西
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

（敬称略）大会結果大会結果

アンダー・ザ・ハット
ボード優勝者

ボード 校 区 氏　名
第 1 玄　洋 大野 　辰夫

第 2 周船寺 福島 　静佳

第 3 愛宕浜 高木 　智子

第 4 元　岡 末松 　英雄

第 5 壱岐南 船川 　愛子

第 6 下山門 桑原 　君子

第 7 金　武 福田 　妙子

第 8 金　武 植林 　俊之

第 9 愛宕浜 坂井 加代子

第10 玄　洋 吉村 　順子

よ〜く狙ってよ〜く狙って

大
堂
眞
圓
さ
ん
（
姪
北
）、

準
優
勝
は
ス
コ
ア
９
２
２
の

星
野
恵
子
さ
ん
（
愛
宕
浜
）

で
、
3
位
以
下
を
大
き
く
引

き
離
す
素
晴
ら
し
い
結
果
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
カ
ウ
ン
ト
・

ア
ッ
プ
の
結
果
を
も
と
に
、

市
大
会
へ
出
場
す
る
17
名
を

選
出
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
で
は
、
各
ボ
ー

ド
の
勝
ち
抜
き
戦
で
行
い
、

競
技
中
に
は
歓
声
が
上
が
る

な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

(

体
育
部
会)

カウント・アップ
上位入賞者

順　位 校　区 氏　名 得 点
優　勝 姪　北 大堂 　眞圓 924

準優勝 愛宕浜 星野 　恵子 922

第3位 金　武 鍋山 　陽一 862

第4位 金　武 嘉村 　　昇 816

第5位 金　武 宮竹 　信行 814

第6位 壱岐南 橋本 　　栄 813

第7位 姪　浜 本山 　和男 795

第8位 姪　浜 緒方 　宏史 794

第9位 玄　洋 福間 　洋一 792

第10位 金　武 倉光 　利博 787
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　西区を代表して様々な大会に参加された
選手の皆さん、お疲れ様でした。そのご活
躍ぶりを報告します。

福岡市大会結果報告
西区代表の活躍は？

　10 月 30 日（木）中央区舞鶴公園球技場、野
球場にて第 24 回福岡市高齢者グラウンド・ゴル
フ大会が開催されました。西区からは 30 名が参
加し、青空の下、日頃の練習の成果を存分に発揮
しました。西区からの入賞者は右記のとおりです。

グラウンド・
ゴルフ 第 24 回福岡市第 24 回福岡市

高齢者グラウンド・ゴルフ大会高齢者グラウンド・ゴルフ大会

囲碁（三・四段戦） 準優勝：荒川　 芳明（壱岐南）

将棋（有段戦）
準優勝：平山　 豊嗣（西都北）

第３位：久安 登四男（壱　岐）

将棋（級位戦） 第５位：山田九洲男（壱岐南）

敬称略敬称略【西区代表の成績】【西区代表の成績】

　7 月 25 日（金）、福岡市市民福祉プラザ 502・503 研修室
にて第 54 回福岡市高齢者囲碁・将棋大会が開催されました。
　出場者は囲碁 32 名、将棋 31 名、計 63 名で、静かなる会
場では、一局一局に熱い思いが込められた白熱した戦いが繰り
広げられました。

囲碁・将棋 第 54 回福岡市第 54 回福岡市
高齢者囲碁・将棋大会高齢者囲碁・将棋大会

『この道や』
瓜生　貞子

書　銀賞
『サンタはお仕事中』

古川　まさえ

工芸　奨励賞

　11 月 11 日（火）から 11 月 16 日（日）まで福岡市美術館
にて第 55 回福岡市高齢者美術展が開催されました。出展数は洋
画、日本画、書、写真、工芸の各部門で合計 146 点に及びました。
西区からは、書の銀賞で瓜生貞子さん、工芸の奨励賞で古川ま
さえさんの作品が入賞しました。
　また来年度に向けて皆さまの作品をお待ちしております。

美術展 第55 回福岡市第55 回福岡市
高齢者美術展高齢者美術展

◎赤コース　　準優勝　 境　　四郎（下山門）
◎青コース　　第３位　 青木　秀二（玄洋）
◎最高齢者賞　男性　 　辻川　　眞　95歳 （西陵）

敬称略敬称略【西区代表の成績】【西区代表の成績】
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9
月
9
日
（
火
）
福
岡
市

市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
福
岡
市
老
ク
連
の
「
健

康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
昨
年
度
と
同
じ

講
師
が
来
ら
れ
「
認
知
症
を

予
防
し
、
健
康
寿
命
の
延

伸
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
内

容
は
毎
年
進
化
し
て
お
り
、

講
話
が
上
手
で
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
や
日
本

人
で
百
歳
以
上
の
人
口
は
、

令
和
7
年
9
月
1
日
時
点

で
9
万
9
7
6
3
人
と
約

10
万
人
を
数
え
、
そ
の
内
の

約
9
割
以
上
の
9
万
人
は
、

な
ん
と
女
性
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
い
く
と
、
健
康

な
人
は
、
百
歳
を
超
え
て
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る

と
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
役
割

と
重
要
性
を
、
し
み
じ
み
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
健
康

の
ま
ま
年
齢
を
重
ね
老
人

ク
ラ
ブ
等
で
楽
し
み
、
誰
に

も
迷
惑
を
か
け
ず
に
、
お
迎

え
が
来
る
の
を
静
か
に
待

つ
こ
と
を
誰
し
も
が
望
ん

で
お
ら
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
が
社
会

的
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は

90
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、

約
35
年
に
な
り
ま
す
。
介
護

の
必
要
性
を
国
が
言
い
出

し
た
の
に
は
、
主
に
認
知
症

の
高
齢
者
が
急
激
に
増
加

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
現

代
の
高
齢
化
社
会
で
は
認

知
症
が
原
因
で
介
護
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

が
急
激
な
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
決
定
的
な
特
効

薬
の
発
見
や
発
明
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
い
か
に

し
て
認
知
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
か
が
喫
緊
の

課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

研
修
で
は
「
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
た
め
に
誰
に
で

も
実
践
で
き
る
コ
ツ
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

①
ブ
レ
イ
ク
30

　

例
え
ば
、
1
時
間
も
座
っ

た
ま
ま
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
と
、
急
激
に
死
亡
率
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
30
分
に

1
回
は
立
ち
上
が
っ
て
動

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
認
知
症
予
防
と
運
動

　

運
動
で
認
知
症
を
予
防

す
る
ポ
イ
ン
ト

◆
全
身
持
久
力
を
高
め
る

　

全
身
の
持
久
力
を
高
め

る
と
、
脳
の
容
量
が
増
加
し

記
憶
力
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

運
動
は
頑
張
り
過
ぎ
て
は

い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、
年

寄
り
が
1
万
歩
も
歩
く
必

要
は
な
い
の
で
あ
り
、
車
が

多
い
屋
外
を
歩
く
必
要
は

な
く
、
室
内
の
運
動
だ
け
で

も
効
果
は
十
分
で
あ
る
。

　

ま
た
、
1
回
の
運
動
は
10

分
以
内
で
も
十
分
効
果
が

あ
り
、
運
動
と
い
え
ど
も
、

有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
）
等
を
や
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
多
く
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
き

ま
す
。
こ
れ
を
、
読
ま
れ
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様

は
、
認
知
症
に
な
る
心
配
は

い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
入
ら
れ

て
い
な
い
ご
老
人
の
方
々
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
人
生
最
後
の
砦
で

あ
る
と
の
思
い
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
加
入
対
象
者
の
方
々
に

お
話
し
し
、
大
い
に
加
入
者

を
募
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
7
年
度
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

知
識
を
得
て
、実
践
を

知
識
を
得
て
、実
践
を

玄
洋
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

 

寺
﨑　

茂

「福岡100プラザ西」
リニューアルオープン！

福岡 100 プラザ西
福岡市西区今宿青木 1043-31
TEL：092-891-2727

　福岡 100 プラザでは、新しい知
識、活動、趣味に出会える講座・教
室を開催しています。
　また、このたび 10 月 27 日に、
高齢者のチャレンジを応援する社会
参加の拠点施設としてリニューアル
しました。グリーンと木材による温
もりのある交流の場や、新しいチャ
レンジの場としてキッチンスペース
や DIY スペースも設備されていま
す。わくわくするような企画も開催
予定。ぜひ皆さんもご利用ください。

倉
光
会
長
が
事
例
発
表

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

11
月
27
日（
木
）、28
日

（
金
）、沖
縄
県
那
覇
市
に
て

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
金
武
校

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
倉

光
利
信
会
長
が
壇
上
に
立

ち
、
具
体
例
を
も
と
に
日
頃

か
ら
「
健
康
づ
く
り
・
生
き

が
い
づ
く
り
の
促
進
」と「
相

互
支
え
合
い
・
社
会
奉
仕
の

促
進
」
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
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金武
校区

金
武
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

金
武
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長
　
倉
光
　
利
信

会
長
　
倉
光
　
利
信

ア
レ
ン
ジ
白
雪
姫

介
紹
動
活
区
校

　

金
武
校
区
は
西
区
の
南
端

に
位
置
し
、
早
良
区
と
の
境

界
に
流
れ
る
室
見
川
に
接

し
、
ま
た
、
当
校
区
内
に
国

史
跡
吉
武
高
木
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。

　

会
員
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
や
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大

会
、
地
域
と
連
携
し
た
清
掃

活
動
等
を
行
い
、
多
く
の
反

響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
昨
年
度
か
ら
、
金
武

第
一
長
寿
会
の
小
山
清
会
長

が
発
起
人
で
始
め
た
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
劇
「
白
雪
姫
」
を
役
員
を

中
心
に
、
令
和
6
年
7
月
の

「
西
区
高
齢
者
演
芸
大
会
」
に

出
演
し
準
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
8
月
の
福
岡
市
民

会
館
で
行
わ
れ
た
「
第
62
回

福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
大

会
」
へ
出
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
7
年
4
月
に

金
武
校
区
文
化
祭
、
5
月
に

近
隣
3
校
区
交
流
会
へ
出
演

し
、
大
喝
采
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
も
ま
た
、
役
員
を

中
心
に
『
劇　

浦
島
太
郎
の

そ
の
後
』
を
披
露
し
好
評
で

し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に

平
均
寿
命
は
、

平
均
寿
命
は
、
00
歳
の
人
が

歳
の
人
が

あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
を

あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
を

示
す
「
生
存
期
間
」
の
平
均
で
、

示
す
「
生
存
期
間
」
の
平
均
で
、

厚
労
省
に
よ
る
と
２
０
２
５

厚
労
省
に
よ
る
と
２
０
２
５

年
の
日
本
人
男
性
が

年
の
日
本
人
男
性
が
8181
歳歳
、
女
、
女

性
は
性
は
8787
歳歳
で
す
。

で
す
。

　

健
康
寿
命
と
は
「
健
康
上
の

　

健
康
寿
命
と
は
「
健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
」
で

期
間
」
で
２
０
２
５

２
０
２
５
年
の
健
康

年
の
健
康

寿
命
は
日
本
人
男
性
が

寿
命
は
日
本
人
男
性
が
7272
歳歳
、、

女
性
は

女
性
は
7575
歳歳
で
平
均
寿
命
と

で
平
均
寿
命
と

男
性
が
約

男
性
が
約
99
年
、
女
性
が
約

年
、
女
性
が
約

1212
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。

年
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
平
均
寿

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
と
の
ギ
ャ
ッ

命
と
健
康
寿
命
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
或
い
は
年
の
割
に
は
若

プ
を
或
い
は
年
の
割
に
は
若

く
見
ら
れ
る
コ
ツ
が
気
に
な

く
見
ら
れ
る
コ
ツ
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
常
に
「
百
聞

　

そ
こ
で
私
は
常
に
「
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
」
の
言
葉

は
一
見
に
如
か
ず
」
の
言
葉

を
愛
好
し
て
出
来
る
だ
け
多

を
愛
好
し
て
出
来
る
だ
け
多

く
の
旅
を
経
験
し
ま
し
た
。

く
の
旅
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

今
年
の

　

今
年
の
99
月
に
は
私
に

月
に
は
私
に

と
っ
て
最
後
の
家
族
旅
行
で

と
っ
て
最
後
の
家
族
旅
行
で

あ
ろ
う
大
阪
・
関
西
万
博
を

あ
ろ
う
大
阪
・
関
西
万
博
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
年
期
の
子
ど
も
が

　

ま
た
、
幼
年
期
の
子
ど
も
が

何
事
に
も
興
味
（
疑
問
）
を

何
事
に
も
興
味
（
疑
問
）
を

持
つ
よ
う
に
解
ら
な
い
こ
と

持
つ
よ
う
に
解
ら
な
い
こ
と

は
質
問
、
あ
る
い
は
ス
マ
ホ

は
質
問
、
あ
る
い
は
ス
マ
ホ

で
検
索
し
自
分
の
記
憶
力
を

で
検
索
し
自
分
の
記
憶
力
を

養
っ
て
い
ま
す
。

養
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
は
、
料
理
は
し
て

　

家
庭
内
で
は
、
料
理
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
脳
ト
レ
の
為
に
、

い
ま
せ
ん
が
脳
ト
レ
の
為
に
、

食
器
の
準
備
と
後
片
付
け
を

食
器
の
準
備
と
後
片
付
け
を

し
て
い
ま
す
（
食
器
の
所
在

し
て
い
ま
す
（
食
器
の
所
在

地
の
記
憶
力
が
養
え
る
）。

地
の
記
憶
力
が
養
え
る
）。

　

ま
た
、「
足
は
第

　

ま
た
、「
足
は
第
22
の
心
臓
」

の
心
臓
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
週

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
週

22
～～
33
日
の
ジ
ム
通
い
と
、
毎

日
の
ジ
ム
通
い
と
、
毎

日日
55
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

そ
れ
に
毎
週
木
曜
日
、
夜
に

そ
れ
に
毎
週
木
曜
日
、
夜
に

愛
宕
浜
小
学
校
体
育
館
で
バ

愛
宕
浜
小
学
校
体
育
館
で
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

最
後
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
囲

　

最
後
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
囲

碁
・
将
棋
も
脳
ト
レ
に
い
い

碁
・
将
棋
も
脳
ト
レ
に
い
い

よ
う
で
す
の
で
お
勧
め
し
た

よ
う
で
す
の
で
お
勧
め
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

　

拙
稿
文
を
最
後
ま
で
読
ん

　

拙
稿
文
を
最
後
ま
で
読
ん

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

健
康
寿
命
維
持
の
私
見

健
康
寿
命
維
持
の
私
見

マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
会

会
長
　
麻
生
　
昭
雄

投稿

編
集
後
記

福
岡
市
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
西
区
老
ク
連
だ
よ
り
第

83
号
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
号
は
、
演
芸
大
会
を
は
じ
め
、

2
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
様
子
、
ま
た
、

高
齢
者
を
狙
う
ニ
セ
電
話
詐
欺
防

止
に
関
す
る
研
修
会
報
告
な
ど
、

幅
広
い
活
動
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
一
段
と

広
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
成

果
を
感
じ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

健
や
か
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
動

の
場
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

�

皆
様
方
へ

福
岡
市
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
の
た
び
は
、
西
区
老
ク
連
だ
よ
り

へ
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
願
っ
て
発
行
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
、
ご
厚
誼
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
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短
　
歌

短
　
歌

俳
　
句

俳
　
句

薄
暗
き
庭
の
賑
は
ひ
鹿
の
子
百
合

薄
暗
き
庭
の
賑
は
ひ
鹿
の
子
百
合

��

元
岡
校
区
　
　
日
高
　
文
子

元
岡
校
区
　
　
日
高
　
文
子

新
茶
淹
れ
今
日
の
始
ま
る
匂
ひ
か
な

新
茶
淹
れ
今
日
の
始
ま
る
匂
ひ
か
な

��

壱
岐
南
校
区
　
　
的
野
　
し
づ
子

壱
岐
南
校
区
　
　
的
野
　
し
づ
子

川
　
柳

川
　
柳

年
老
い
て
未
来
に
夢
を
重
ね
た
い

年
老
い
て
未
来
に
夢
を
重
ね
た
い

��
下
山
門
校
区
　
　
佐
原
　
と
よ
み

下
山
門
校
区
　
　
佐
原
　
と
よ
み

ノ
ー
ベ
ル
賞
俺
に
く
れ
ろ
と
笑
い

ノ
ー
ベ
ル
賞
俺
に
く
れ
ろ
と
笑
い
種種ぐ
さ
ぐ
さ

��

姪
北
校
区
　
　
山
田
　
和
武

姪
北
校
区
　
　
山
田
　
和
武

歳
月
は
長
く
て
短
し
六
十
余
年

歳
月
は
長
く
て
短
し
六
十
余
年

　
　
山
坂
越
え
て

　
　
山
坂
越
え
て
夫夫つ
ま
つ
ま

と
語
ら
う

と
語
ら
う

��

金
武
校
区
　
　
牛
尾
　
奈
美
枝

金
武
校
区
　
　
牛
尾
　
奈
美
枝

東東し
の
の
め

し
の
の
め雲雲
の
若
杉
山
に
か
か
り
し
て

の
若
杉
山
に
か
か
り
し
て

　
　
紅
な
り
し
霞
の
空
に

　
　
紅
な
り
し
霞
の
空
に

��

玄
洋
校
区
　
　
吉
村
　
俊
亮

玄
洋
校
区
　
　
吉
村
　
俊
亮

子
供
た
ち
明
る
い
日
ざ
し
か
け
廻
る

子
供
た
ち
明
る
い
日
ざ
し
か
け
廻
る

　
　
熱
中
ア
ラ
ー
ト
元
気
だ
よ
な
あ

　
　
熱
中
ア
ラ
ー
ト
元
気
だ
よ
な
あ

��

姪
北
校
区
　
　
吉
田
　
ヨ
シ
エ

姪
北
校
区
　
　
吉
田
　
ヨ
シ
エ

真
夏
日
は
こ
か
げ
伝
い
の
散
歩
道

真
夏
日
は
こ
か
げ
伝
い
の
散
歩
道

　
　
明
日
か
ら
朝
に
涼
を
求
め
て

　
　
明
日
か
ら
朝
に
涼
を
求
め
て

��

姪
北
校
区
　
　
桐
原
　
始

姪
北
校
区
　
　
桐
原
　
始

盗
み
見
る
赤
ち
ゃ
ん
笑
顔
こ
れ
こ
そ
は

盗
み
見
る
赤
ち
ゃ
ん
笑
顔
こ
れ
こ
そ
は

　
　
時
空
を
超
え
た
人
類
の
明

　
　
時
空
を
超
え
た
人
類
の
明

��

姪
北
校
区
　
　
早
川
　
博
司

姪
北
校
区
　
　
早
川
　
博
司

◎原稿には必ず、校区名、単位クラブ名、氏名、電
話番号を明記ください。

◎短歌・俳句・川柳は 1人各 2作品までとします。
※�紙面の都合上、やむなく割愛、一部修正、見送りする場
合があります。あらかじめご了承ください。

募集要項

【締め切り】令和 8 年 4 月下旬

〒 819-8501
西区内浜 1-4-1 西区役所 3 階

西区老人クラブ連合会 事務局

TEL 092-895-7107
FAX 092-881-5874

宛先は
こちら！

　令和 8 年 7 月発行予定の「西区老ク連だより第　令和 8 年 7 月発行予定の「西区老ク連だより第
84 号」に掲載する原稿を募集しております。ジャ84 号」に掲載する原稿を募集しております。ジャ
ンルは問いません！皆さんのご投稿をお待ちしてンルは問いません！皆さんのご投稿をお待ちして
おります。おります。

あなたの投稿待ってます！あなたの投稿待ってます！

原稿募集中原稿募集中

会員文芸会員文芸
短歌・俳句・川柳など夏号の季節
に合った作品をお送りください

趣味コーナー趣味コーナー
絵や写真、書などの
趣味作品をご紹介！

など

街
か
ど
で
明
る
く
か
な
で
る
音
色
に
も

街
か
ど
で
明
る
く
か
な
で
る
音
色
に
も

　
　
昭
和
の
レ
ト
ロ
な
つ
か
し
き
か
な

　
　
昭
和
の
レ
ト
ロ
な
つ
か
し
き
か
な

��

姪
北
校
区
　
　
岸
　
良
子

姪
北
校
区
　
　
岸
　
良
子

月
明
か
り
一
人
飲
む
茶
お
だ
や
か
に

月
明
か
り
一
人
飲
む
茶
お
だ
や
か
に

　
　
老
い
し
我
が
身
を
　
月
と
か
た
ら
ん

　
　
老
い
し
我
が
身
を
　
月
と
か
た
ら
ん

��

姪
北
校
区
　
　
髙
橋
　
恭
子

姪
北
校
区
　
　
髙
橋
　
恭
子
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西 区 老 ク 連 だ よ り西 区 老 ク 連 だ よ り

　

令
和

　

令
和
77
年
度
の
「
女
性

年
度
の
「
女
性

部
視
察
研
修
会
」
は

部
視
察
研
修
会
」
は
1111
月月

2525
日
（
火
）
に
佐
賀
県
鳥

日
（
火
）
に
佐
賀
県
鳥

栖
市
に
あ
る
「
久
光
製
薬

栖
市
に
あ
る
「
久
光
製
薬

株
式
会
社
鳥
栖
工
場
」
へ

株
式
会
社
鳥
栖
工
場
」
へ

2828
名
の
一
行
で
見
学
し
て

名
の
一
行
で
見
学
し
て

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

同
社
は
江
戸
時
代
の
対

　

同
社
は
江
戸
時
代
の
対

馬
藩
領
だ
っ
た
田
代
（
現

馬
藩
領
だ
っ
た
田
代
（
現

鳥
栖
市
）
で
開
業
し
た
製

鳥
栖
市
）
で
開
業
し
た
製

薬
販
売
業
の
「
小
松
屋
」

薬
販
売
業
の
「
小
松
屋
」

が
源
流
で
す
。

が
源
流
で
す
。
2020
世
紀
以

世
紀
以

降
は
特
に
私
た
ち
が
よ
く

降
は
特
に
私
た
ち
が
よ
く

知
っ
て
い
る
経
皮
鎮
痛
消

知
っ
て
い
る
経
皮
鎮
痛
消

炎
剤
を
「
貼
る
」
こ
と
で

炎
剤
を
「
貼
る
」
こ
と
で

痛
み
や
コ
リ
を
治
療
す
る

痛
み
や
コ
リ
を
治
療
す
る

医
薬
品
と
し
て
世
界
的
に

医
薬
品
と
し
て
世
界
的
に

も
有
名
な
企
業
で
社
会
に

も
有
名
な
企
業
で
社
会
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
文
化
は
、「
手

　

同
社
の
文
化
は
、「
手

当
て
」
の
文
化
で
、
大
切

当
て
」
の
文
化
で
、
大
切

な
人
に
手
を
添
え
、「
が

な
人
に
手
を
添
え
、「
が

ん
ば
れ
」「
元
気
に
な
っ

ん
ば
れ
」「
元
気
に
な
っ

て
」
と
心
を
込
め
て
癒
や

て
」
と
心
を
込
め
て
癒
や

す
こ
と
、「
手
当
て
」
に

す
こ
と
、「
手
当
て
」
に

込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

相
手
へ
の
思
い
や
り
で
あ

相
手
へ
の
思
い
や
り
で
あ

り
、
ま
た
そ
れ
が
「
貼
る
」

り
、
ま
た
そ
れ
が
「
貼
る
」

の
原
点
で
あ
り
、
創
業
以

の
原
点
で
あ
り
、
創
業
以

来
大
切
に
し
て
き
た
、
い

来
大
切
に
し
て
き
た
、
い

た
わ
り
の
治
療
文
化
と
の

た
わ
り
の
治
療
文
化
と
の

こ
と
で
す
。

こ
と
で
す
。

　

昼
食
は
同
じ
く
鳥
栖
市

　

昼
食
は
同
じ
く
鳥
栖
市

内
の
「
花
や
し
き
」
で
と

内
の
「
花
や
し
き
」
で
と

り
雨
後
の
紅
葉
の
庭
を
散

り
雨
後
の
紅
葉
の
庭
を
散

策
し
ま
し
た
。

策
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
小
郡
市
内
の
如

　

午
後
は
小
郡
市
内
の
如

意
輪
寺
、
通
称
「
か
え
る

意
輪
寺
、
通
称
「
か
え
る

寺
」
に
立
ち
寄
り
、
こ
ち

寺
」
に
立
ち
寄
り
、
こ
ち

ら
も
見
事
な
紅
葉
で
、
お

ら
も
見
事
な
紅
葉
で
、
お

寺
で
心
を
清
め
る
と
と
も

寺
で
心
を
清
め
る
と
と
も

に
、
今
年
度
最
後
の
秋
の

に
、
今
年
度
最
後
の
秋
の

風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。

風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
か
え
る
寺
」
か
ら
は

　
「
か
え
る
寺
」
か
ら
は

す
ぐ
西
区
に
「
帰
る
」
と

す
ぐ
西
区
に
「
帰
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
無
事
楽
し

い
う
こ
と
で
、
無
事
楽
し

い
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

い
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

��

（
女
性
部
会
）

（
女
性
部
会
）

秋の風情を感じながら秋の風情を感じながら
　実りある一日を過ごす　実りある一日を過ごす

久光製薬ミュージアムにて久光製薬ミュージアムにて

女性部視察研修会


